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電
話
に
よ
る
宿
泊
の
予
約
受
付

業
務
な
ど
を
行
う
「
 D
I
O
 ジ
ャ

デ

ィ

オ

パ
ン
」（
本
社
・
愛
媛
県
）
が
登
米

市
へ
の
立
地
を
決
め
６
月
　
日
、

２２

宮
城
県
庁
で
立
地
協
定
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
小
島
代
表
取
締

役
が
「
雇
用
を
通
し
て
被
災
者
支

援
が
で
き
な
い
か
と
立
地
場
所
を

探
し
て
い
た
。
多
く
の
雇
用
を
生

め
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
立

地
に
当
た
っ
て
の
思
い
を
述
べ
、

市
長
は
「
被
災
地
の
復
興
や
地
域

に
と
っ
て
も
雇
用
の
場
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
何
よ
り
も
あ
り

が
た
く
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
と

調印し握手を交わす三浦副知事（左）小島代表取締役（中）布施市長（右）

被
災
者
の
就
労
拡
大
に
大
き
な
一
歩

  情
報
サ
ー
ビ
ス
業
「
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
立
地
が
決
定

歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　
D
I
O
ジ
ャ
パ

ン
で
は
、
迫
町
佐

沼
の
空
き
店
舗

（
約
3
3
0
平
方

丿
）
を
借
り
、
約

１
０
０
席
の
電
話

ブ
ー
ス
を
設
置
し

今
後
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
養
成
し
な

が
ら
、
宮
崎
県
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
移
管
す
る
ホ

テ
ル
の
宿
泊
予
約

受
付
な
ど
の
業
務

を
行
い
ま
す
。

　
雇
用
に
関
し
て

は
、
東
日
本
大
震

　
漫
画
家
故
石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん

原
作
の
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」シ
リ
ー

ズ
で
、
ラ
イ
ダ
ー
１
号
に
変
身
す

る
本
郷
 猛
 を
演
じ
た
俳
優
の
藤
岡

た
け
し

 弘
 、
さ
ん
が
７
月
３
日
、
東
日
本

ひ
ろ
し大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
南
三
陸

町
の
住
民
が
避
難
す
る
登
米
公
民

館
を
訪
れ
被
災
者
に
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
藤
岡
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
宝
、

子
ど
も
は
世
界
の
財
産
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
明
る
い
未

来
を
感
じ
ま
す
。
時
間
は
掛
か
る

と
思
い
ま
す
が
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と

文
房
具
２
０
０
セ
ッ
ト
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
大
人
に
は
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
「
藤
岡
、
珈
琲
」
の
ド
リ
ッ

プ
パ
ッ
ク
な
ど
の
支
援
物
資
を
渡

し
た
ほ
か
、
市
に
義
援
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
藤
岡
さ
ん
の
訪
問
に
避
難
所
で

の
生
活
を
続
け
て
い
る
男
性
は

「
自
分
が
子
ど
も
時
代
に
憧
れ
た

ヒ
ー
ロ
ー
に
会
え
て
、
子
ど
も
も

自
分
も
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「子どもは宝、一緒に頑張ろう」と述べる藤岡さん

児童一人一人に声を掛け、文具をプレゼント

仮面ライダー
からのエール

俳優「藤岡弘、」さんが
避難所を訪れ被災者を支援

被災者支援と雇用創出を胸に立地協定書にサイン

災
の
被
災
者
を
中
心
に
初
年
度
１

０
０
人
、
来
年
度
に
は
３
０
０
人

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
採
用
す
る
予

定
で
す
。
宮
城
県
へ
の
企
業
進
出

と
し
て
は
震
災
後
初
め
て
で
、
復

興
に
向
け
た
大
き
な
第
一
歩
と
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　
運
営
は
、
D
I
O
ジ
ャ
パ
ン
が

支
援
す
る
「
東
北
創
造
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
行
い
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
研
修
が
終
了
す
る
今
年
の

９
月
か
ら
、
本
格
操
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

デ

ィ

オ
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堤防からの越流を防ぐ積み土のう工法

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
河
川
の

堤
防
が
被
災
し
て
い
る
現
状
に
加

え
、
こ
れ
か
ら
の
出
水
期
に
備
え

る
た
め
、
市
水
防
訓
練
が
６
月
　２６

日
、
市
内
消
防
団
員
な
ど
約
2
8

0
人
が
参
加
し
市
内
３
会
場
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
水
防
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
市
内
各
地
区
の

消
防
団
が
、
東
部
地
区
（
登
米
町

日
根
牛
土
手
）
、
南
部
地
区
（
米
山

町
中
津
山
運
動
場
）
、
北
部
地
区

（
迫
町
長
沼
多
目
的
広
場
）の
３
会

場
に
別
れ
、
各
団
ご
と
に
水
防
工

法
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
北
部
会

場
で
は
対
策
本
部
長
の
市
長
が

「
本
日
の
水
防
訓
練
は
、
震
災
で

河
川
の
堤
防
が
被
災
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
工
法
技
術
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
河
川
重
要
箇
所
の

現
場
調
査
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
大

変
有
意
義
な
訓
練
と
な
る
も
の
で

す
。
技
術
の
練
磨
と
心
身
の
鍛
錬

を
は
か
り
、
今
後
も
地
域
防
災
の

た
め
尽
力
願
い
た
い
」
と
あ
い
さ

「市民の安全安心のため今後も尽力を」と述べる市長

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
各
支
団
の
団
員
が

堤
防
の
越
水
を
防
ぐ
「
積
み
土
の

う
工
法
」、
漏
水
の
圧
力
を
弱
め

て
漏
水
量
を
軽
減
さ
せ
る
「
月
の

輪
工
法
」
な
ど
の
水
防
工
法
訓
練

の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

堤
防
の
亀
裂
や
沈
下
な
ど
の
水
防

危
険
箇
所
の
巡
回
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
団
は
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣

な
様
子
で
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
術
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
披
露
し
ま
し
た
。

水の力を弱め堤防決壊を防ぐ月の輪工法

水
害
か
ら
市
民
を
守
る
技
術
を
習
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
３
会
場
で
市
水
防
訓
練

優れた技術や
対策を評価

平成２３年度登米市
優良工事施工業者表彰式

　
市
役
所
迫
庁
舎
で
７
月
５
日
、

「
市
優
良
工
事
施
工
業
者
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
施
工
体
制
や
安

全
管
理
な
ど
で
他
の
模
範
と
な
る

工
事
を
施
工
し
た
業
者
を
表

彰
し
、
工
事
の
施
工
意
欲
や

質
的
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
表
彰
式
で
は
市
長
が
「
震

災
の
対
応
を
は
じ
め
、
今
後

も
社
会
資
本
の
整
備
に
活
躍

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
平
成
　
年
２２

度
中
に
完
成
し
た
３
０
０
万

円
を
超
え
る
市
発
注
工
事
１

９
８
件
の
中
か
ら
選
考
さ
れ

た
５
社
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
㈱
只
野
建
設

優れた安全管理や施工体制に対して表彰状を贈呈優良工事施工業者として表彰を受けた５社の皆さん

の
只
野
代
表
取
締
役
が
「
今
後
も
、

安
全
を
第
一
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

か
つ
真
心
を
込
め
た
工
事
を
施
工

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
一
層

の
取
り
組
み
を
誓
い
ま
し
た
。


